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面積(坪） 胆沢郡 Ini卿 東ﾄﾞﾛ 郡 西和賀郡 稗貫郡
鋼鯛測郡瀞南翻鵬 東､ﾘﾘ伊郡 合計




























































































































｣上岩手郡|南岩手郡'二戸郡 紫波郡 |」Ｕ１Ｆ郡 東閉伊郡 鵠＋
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藍：荊斐億円Ｎルロル●母快
喀司]$キゴ
．（葱'二二エー丁戸茄而i■'，□
図６男女区画を持つ江刺郡仁田小学校 図７新築された南岩手郡欝小学校
結語持っていたのは平面図で見る限り，江刺郡の上口内，下口内，柳木田小学校１校と仁田小学校
の４校だけであった。いずれも仁田小学校と同
様，授業を学年もしくはクラス別に行っていた
可能性は現実には低く，ましてや体操をそのよ
うに行っていたとは殆ど考えられない。
②岩手郡繋小学校
岩手郡繋小学校は明治16年に新築された小学
校である。敷地354.62坪，建坪22.5坪，生徒数
120人と比較的大きな規模の学校である｡図５は
その平面図である。これによれば，教室は「生
徒溜」としてl室だけで，新築とはいえ，従来
の寺子屋風と何ら変わるところはなかった。
次に，運動場について見てみよう。先ずこの
平面図には「遊歩場」等の運動場表記は見られ
ない。そこで，敷地から建坪数を引いた面積を
算出すると，333.12坪と比較的広く，１人当た
り３坪に近い広さである。校舎の位置も東端寄
りであり，この場所が運動場として利用できる
可能性は充分あったと考えられる。
ただ問題は運動場の方角である。既に触れた
が,文部省の基準は南側もしくは東側であった。
この平面図では運動場は明らかに，西あるいは
北側にある。運動場にあっても方向等に関して
は特別な配慮はなされていなかったのである。
学校建築の平準化が明治16年当時まだ進行して
いなかったことを窺わせる。
以上,明治16年の岩手県の運動場について169
例の学校平面図をもとに検討してきた。先ずそ
の結果を簡単にまとめておこう。
(1)「遊歩場」等の名で運動場を表記してあっ
たのは38例（21％）に過ぎなく，その面積は
最大291坪，最小８坪，平均75.6坪であった。
(2)一方，運動場表記の有無を抜きにした運動
場になりうる最大値（敷地面積一建物面積）
（124例）をみてみると，100坪以下が82例
（66％)，100坪以上が42例(34％）であった。
広い敷地を持つ例は北上川沿地域に多く見ら
れた。
(3)運動場の形状は方形またはこれに類するも
のが大部分であった。
(4)運動場の位置は，校舎の南側もしくは東側
が大多数であったが，北側もしくは西側の例
も若干見られた。
注及び引用・参考文献
1）能勢修一,明治体育史(増補版)，道遙書院昭和56年，
121頁
2）能勢修一，「体操伝習所卒業生の体育活動｣鳥取大学
教育学部研究報告,教育科学,第13巻１号,157-78.
3）大久保英哲，「体操伝習所卒業生原収蔵の岩手県に
おける体育活動について」体育学研究第32巻１号．
11-24頁，１９８７．
４）火災，戦災による亡失，或いは体操が軍事と密接な
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関連を持っていたことによる敗戦時の処分等も
あって，どの県でもと言うわけには行かないが，県
立学校等に関しては県庁文書，学校日誌等に－次史
料を見出せる場合がある。これにたいして一般学校
については，資料保存の規定未整備などの理由によ
り，統一的な一次的史料を得ることには相当の困難
がある。
５）根津修貴雄，「明治初期岩手県における小学校教育
費の社会的統制と組織化｣，荒井武（編)，近代学校
成立過程の研究，御茶の水書房，1986,122頁．
６）こうした状況について岩手新聞第11号（明治17年６
月４日)，１２号（６月５日）は北閉伊郡小川学校の例
を次のように伝えている．
「北閉伊郡小川学校と称するは，門，穴沢，母衣綿
の三ケ村，戸数合わせて四百四五十戸ありて山間僻
廠にして人家星散の地なり。・・・門村の中央なる不
昧庵寺の仮学校を・・・新築にすることを協議決定
し，その費金は四百余円の予算なり。該金額を夫々
寄付にて募らんとする・・・」
７）岩手日々新聞，第144号，明治20年３月18日
８）巌手新聞,第224号,明治18年２月23日によれば,「○
教員の困難金融の逼迫何処も同じことながら盛
岡以北各郡の僻村は殊に甚だしくうその影響痛く学
校に及び，書籍器械は勿論筆墨紙だに購求せず。教
師給料の如きは大体五六ケ月も滞り，甚だしきは昨
年中丸で－金も渡さぬ場所もある由。それゆえ教員
の困難甚だし〈，日常の衣食さえも差し支ふる程な
りと。・・・」（句読点筆者）
９）巌手新聞,第321号,明治18年６月18日によれば,「○
学校費に鍋釜を納む北閉伊郡有芸村辺の或る学
校の教員へ戸長役場より人民の上納金一切無きが
為，給料を遣られぬからとの申し訳をなし，四ケ月
ばかり滞りし所，教員も糊口に差し支える次第故戸
長に迫りたるに，如何にしても人民より上納なき故
共々に督促なし呉れとの頼みに，教員も夫々督促せ
しに，村民は誠に申し訳もなしいずれ明日との挨拶
をなし置き，翌日四五人連にて鍋釜を持参し先づ是
にても御請取り下されとの口上に，教員も村民の困
難を推察し，先の督促は我が誤りなりとて，却って
詫びを言い帰せしよし」
10）岩手日々新聞，第144号，明治20年３月18日，によれ
ば，仁王役場より明治19年度学校費の未納督促を受
けた住民，±村某は次のように答えて吏員を｢当惑」
させた。「・・・果ては全体学校と云ふ者は人民の厄
介者だ。別段学校へやったとて上等な官史にもなら
れず；手振足振りなど発狂人の様な稽古は無益の親
玉・・・」（句読点筆者）
11）岩手県学務課，参考諸器械準備ノ儀に付体操伝習所
へ回答，明治18年12月16日，明治18年岩手県公文類
纂，また岩手県教育史資料集，第13集，113頁．
12）岩手県教育委員会(編)，岩手近代教育史,第４巻(資
料・年表編)，昭和56年，298頁．
13）明治14年９月から18年12月までの卒業生は95人。内
訳は次の通り。
（明治14年９月17日原収造着任）
明治14年12月24日卒業１６名
明治15年６月30日卒業１７名
明治16年４月30日卒業２０名
計53名
（明治17年２月23日原収造退職）
明治17年２月26日卒業４名
明治17年４月26日卒業１名
明治17年５月26日卒業５名
明治18年８月８日卒業１２名
明治18年２月27日卒業１０名
明治18年３月14日卒業５名
明治18年７月31日卒業５名
計42名
（明治18年12月16日体操実施状況調査）
合計95名
岩手県教育委員会（編)，岩手近代教育史，第１巻，
567-70頁及び776頁より算出。
14）岩手県教育委員会（編)，岩手近代教育史，第１巻，
776頁
15）大久保英哲，「明治期岩手県における近代学校体育
の受容過程に関する研究（その３)」盛岡大学紀要，
第７号，1987,153-66頁．
16）原収造以前にも体操が行われていたこと（拙稿「明
治期岩手県における近代学校体育の受容過程に関
する研究（その１）盛岡大学紀要，第６号，1986,
37～50頁)，あるいは原収造が講習会等で体操を伝
授していたこと等を考えれば，５０校の指導者が全て
皆師範学校卒業生であったと考えることはできな
いであろう。それらの比率を明らかにすることは今
後の課題である。
17）岡井益太郎，西南閉伊郡小学督業官岡井益太郎西南
閉伊郡学事巡視功程進達，明治19年８月11日，明治
１９年岩手県公文類纂
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本県御成規之通
１．教科用書籍及器械
本県御成規之通
１．試験法
本県御成規之通
通則
第１入学退学等の規則
本県御成規之通
第２休業定日
本県御成規之通
第３授業科規則
第１款授業料ヲ分ツテー業ニニ等トス
一等ハ金５銭，二等ハ金３銭トス
ル事
第２款生徒一人二付毎月二十日一等ノ
授業料ヲ納ムル可キ事
第３款二等ノ授業料ヲ納ムル者ハ父母
或ハ後見人ヨリ其由ヲ申出学務
委員ノ軍届ヲ得可キ事
第４款一家二人ノ子女ヲシテ入校セシ
ムル者ハ学務委員二其由ヲ陳シ
二等ノ授業料ヲ納ムヘキ事｡但シ
三人以上入校スル者ハニ人ノ外
授業料ヲ納ムルニ及ハス
第５款貧窮ニシテ授業料ノ納ムル能ハ
ザル者ハ伍長又ハ隣家ノ証ヲ得
其由ヲ父母或ハ後見人ヨリ学務
委員二申出デ相違ナキニ於テハ
免除スヘシ
第４生徒必得
本県御成規之通
第５生徒罰則
本県御成規之通
１．教員職務心得
教員助手
本県御成規之通
１．教員等人員
訓導１名
１．助手人員２名
１．教員俸給
訓導月俸金７円
助手月俸金４円但シ１人二付金２円
宛
１．教員学力品行及び履歴
18）津田智子，明治初期奈良県における学校運動場の研
究，昭和58年度奈良女子大学大学院文学研究科修士
論文，1983。またこの津田論文については，山本徳
郎｢スポーツと体操一反時代的考察｣，奈良女子大学
体育学教室(編)，からだロジー入門，150頁，大修
館，1989でも言及されている。
19）梅根悟｢運動場の歴史－中教審答申がそこへの回帰
を指向している明治中期改革とは何であったか
－｣，私の中教審答申批判，明治図書，1965年，
63-101頁．
20）運動場の拡大や唖鈴等の確保は教員や篤志家の寄
付によって行われることが多かった。一例を上げれ
ば，明治19年盛岡市東中野村高橋米蔵は畑約190坪
を運動場用に上小路小学校に寄付(巌手新聞，明治
１９年４月14日，第568号)，仁王小教員一同同校へ唖
鈴50組を寄付（岩手日々新聞，明治19年11月10日，
第45号）等。
21）谷釜了正，「運動場の定型化の要因一小学校屋外運
動場設置基準の法制化の過程（明治５－３２年）に関
する－考察｣，体育学研究第24巻４号，1980年，
265-79頁．
22）福地豊樹･萩原豊，「明治期における群馬県下の小学
校屋外運動場設置状況に関する史的考察｣，群馬大
学教育学部紀要・芸術・技術・体育・生活科学編，
第17巻，1981年，21-41頁．
23）教育令，１７８９（明治12）年９月29日，太政官布告４０
号，神田修･山住正已（編)，史料日本の教育（第３
次改定版)，学陽書房，昭和61年，118頁．
24）岩手県学務課，公立学校設立願伺届文例文部省伺之
件，明治13年４月16日，明治13年岩手県公文類纂
25）岩手県文書課,町村立学校幼稚園書籍館設置廃止規
則伺，明治14年６月21日，明治14年岩手県公文類纂
26）岩手県学務課,既設二係ル学校設置開申方各郡役所
へ御達，明治16年10月９日，明治16年岩手県公文類
纂，また岩手県教育史資料集第Ｕ集，２７頁．
27）朽内小学校設置伺
１．設置の目的
当小学区学齢児童ヲシテ普通教育ヲ受ケシ
メンカ為メ初等中等高等小学科ヲ授ク
１．名称
公立朽内小学校
１．位置
陸中国紫波郡朽内村26番地
１．学科学期課程
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１．生徒人員
８３名
１．敷地建物
別冊之通
１．歳入歳出予算
金194円歳入
内金174円協議集金
金２０円生徒授業料
金194円歳出
内金84円教員給料
金４８円助手給料
金５円旅費
金１２円諸給料
金５円営繕費
金１５円書籍器械費
金７円筆墨紙費
金７円薪炭抽費
金５円生徒試験費
金３円借用貸費
金３円雑費
１．保護負担の町村
紫波郡江柄村
析内村
北沢村
右之通既設事項開申候也
明治16年２月21日
紫波郡江柄，朽内，北沢村学区学務委員
横沢久吉
岩手県令島惟精殿
］
i搬鬘職塒一陥り、⑰
、一ＮⅢロ町→▲■■■■０■■③』ＰＬＭ▽。□。■■■■口和■咀曰△■■■■■■■■■川０．００◆００００卯●▲Ｐ０。■」爪□川。■’０。Ｉ■■■咄ｊ■■Ｌ■■０■●■■’０００△Ⅱロロロコロ■■句■■ロ旧ＵＩＱ・一■Ⅱ■⑱－■
鯉醗
燃鬘鱗
：鰯繊
羅糊,臓雲
図２紫波郡朽内小学校校舎・敷地借用証（－部）
瓢
図３紫波郡朽内小学校平面図
（綴処理のため右端を欠く）
付記１．本論稿の作成に当っては，大富俊子氏の史料
収集と集計・分析に負うところが大きかった。
記してその労に感謝したい。
２．第２部巻末に明治16.17年分の全学校分の集
計資料を付したので参照されたい。
